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株式会社レシカ 代表取締役

2004年 スタンフォード大学マネジメント科学・工学部卒、同年アク
センチュアジャパン勤務。

2006年 YIXING グループのCOO 兼CIO として、中国・日本間の
国際貿易、物流、サプライチェーン業務を管理。

2018年-19年 メディア、ブロックチェーンインキュベーションのLongHash
Japan CEO。

2021年-現在 株式会社UniCask 代表取締役社⾧

2018年-19年 経済産業研究所（RIETI）のブロックチェーン研究会のメ
ンバー

2020年－現在 慶應義塾大学サイバー文明研究センター Medical 
Inclusion ワーキンググループメンバー

2019年に "『ネクスト・ブロックチェーン 次世代産業創生のエコシステ
ム』日本経済新聞出版社"を共著。

自己紹介

クリス ダイ
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1. 会社紹介

企業概要 提供サービス/実績

設立

所在地

代表

資本金

提供
サービス

弊社
実績

2018年12月1日

東京都千代田区大手町1丁目6番1号
大手町ビル6階 Inspired. Lab

社⾧兼CEO:戴有造 Chris Dai
中国と日本の越境投資アドバイザリーである
Leland Capitalの共同創設者兼CEO。 以
前はCOO / CIO Yixing SCM（ロジスティク
ス・プロバイダー）複数のベンチャーを立ち上げ
る。2004年にスタンフォード大学で管理科学
と工学を専攻し、 B.S.を取得。RIETIブロック
チェーン技術の将来性に関する研究会委員

5,000万円

•大手広告代理店:ブロックチェーンを活用した分散型デー
タプラットフォームの構築に向けて、飲食のレコメンデーション
のユースケースに対して、サービス設計及びシステム構築に
向けた要件を整理

•大手自動車会社:ブロックチェーンを活用した、モビリティビ
ジネスのユースケースを抽出。その中から優先度の高いユー
スケースに対し、サービス設計及びシステム構築に向けた要
件を整理(車両履歴レポート市場を対象とした車両使用状
況の監視、P2Pカーシェアリング等)

•独立行政法人(大学病院):ブロックチェーンを活用した
データ管理を目指し、アクセス申請・承認、データ参照のロ
グをブロックチェーン上に書き込み、患者・複数の病院の医
師間でセキュアにデータを共有する仕組みについて、PoCを
実施

•ブロックチェーン活用に向けたコンサルティング
⁃ 大手企業・独立行政法人とPoCを多数実施

•ライブ配信・コンテンツ販売「livesola」開発
⁃ プラットフォームに依存しない配信が可能
⁃ NFTを含むコンテンツを販売

•その他:導入コンサルティングや教育のサービスを提供

会社名 株式会社レシカ
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デジタル世界の所有権とは? 今までは民法では無形物のデータの所有権はないと
言われてきた デジタル世界の基礎単位は“データ”である

その所有権とは何なのか?

他の人がそのデータにアクセス
できるかをコントロールする権利

誰でもそのデータにアクセスでき
るが、そのデータが“紐づく”アカ

ウントが共通認式がある

実物の所有権の
デジタル化（NFT)

デジタルコンテンツ
の所有権（NFT)

価値の創造

‐新たな資産が定義
できるようになる。

‐取引がデジタルに
かつ容易になるため

流動性プレミアムが
生まれる

価値の創造

‐個人のプライバ
シーを守りつつ、
データの価値を最大

化させる。

個人が自身データを所有し、個人中心の
データ活用の仕組み
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• NFT（Non-Fungible Token）とは、ブロックチェーンを利用したデジタルデータの一種で、 “Non Fungible”
つまり、代替不可能である。”偽造不可な証明書付きのデジタルデータ“で資産として取引が可能

NFTの特徴

NFTとは

・他のデジタルデータと識別可能な唯一無二のデータ（ NFT)
・データに付属する発行数や作成年月日、識別番号などのメタ
情報が改ざん困難なブロックチェーンで明示され保管
・唯一無二のデータとして資産性を持つ

・デジタルデータの所有権が明確になり、固有性・資産性を有
するため取引の対象になる・取引内容はブロックチェーンで誰で
も閲覧・検証でき、安全性の高い取引ができる

・共通規格で発行・流通するNFTは、原則的に複数のウォレッ
トやマーケットプレース上で利用できる。

・取引数量の制限や二次流通時の手数料などの付加機能を
デジタルデータに設計可能

唯一性

取引可能性

運用柔軟性

自動執行性
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すべてのものがデジタル化しようとしている
ただデジタルの世界でリアルの世界のと同じビジネスモデルが実現できない大きな課題
がある

デジタル世界の基礎単位は“データ”である

データから構築する“モノ”の
唯一性はあるのか?

本物とは何か? 所有権はあるのか?

データから構築する“モノ”の
所有権の証明はできるのか?

Blockchain: NFT

この2つの課題を解決することで初めてデジタル世界で物理世界と同じ“モ
ノ”の取引に基づくビジネスができる

今までの
デジタル世界

No

Yes Yes
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2021年からNFTの動向が活発化し、マーケットプレイスの売上は2021年2月に29倍に急増。
それに伴い、NFTのマーケットプレイスを運営するプラットフォーマーが世界的に増加している状況

NFTマーケットプレイスの売上が
2021年2月に29倍に急増

出展:Dune Analytics(rchen8, SherbakovaMA, 0xBoxer), Crypto Art Data, Messari

主なNFTプラットフォーマー

海外

国内

• Twitter創業者、ジャック・ドーシーが2006年の初の
TweetをNFT化し、出品(3/5)

• アーティストBeepleの作品「The First 5,000 Days」
が

クリスティーズで約75憶円で落札(3/12)
• サザビーズがNFTアートの販売に参入(3/16)

• スクウェア・エニックスがブロックチェーン開発企業とNFTコ
ンテンツ開発での協業を発表(3/17)

NFT関連の主な動向(2021年3月)

出展:NewsPicks 「沸騰中のNFT、ゼロから教えます」抜粋

出展:NewsPicks 「沸騰中のNFT、ゼロから教えます」加筆

オープンシー ラリブル Dapper Lab

Nifty Gateway ワックス

世界最大のNFTプラット
フォーマー。固定額販

売、オークション、逆オー
クション(時間と共に値段

が下がる)を手掛ける

アートに強いNFTプラッ
トフォーマー。同じNFTを
一度に複数枚作成でき
る。販売者と購入者の両
方に“Rari(ラリ)”という

トークンを付与

2021年1月にローンチ。
米バスケの人気選手の
プレイ映像をNFT化した
「NBA Top Shot」等

を販売

キュレーション型のマー
ケットプレイス。出品に

は、クリエイターとして認
定される必要があり、主
要マーケットプレイスの中
では最も高額で取引され

やすい

WAXブロックチェーンと
呼ばれる技術を用いた

マーケットプレイス。格闘
ゲーム「ストリートファイ
ター」のキャラNFT等を

販売

2021/3/24に国内初
のNFTマーケットプレイ
スとしてローンチ。コイン
チェックが手掛ける暗号

資産取引サービス
「Coincheck」と一体化

が強み

NFT(デジタルコンテンツ）の動向とプラットフォーマー
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NFTはNBA Top Shotを皮切りに、エンタメ・アート業界で一大ムーブメントを形成し、データを所有権設定したNFTの
取引が活発化。

NBA Top Shot

「NBA Top Shot」は、ビデオハイライト(試合の短いショートビデオ)の
番号付きバージョンを購入・販売・取引可能な、ブロックチェーンで作られ

たトレードゲームで2.3億ドルの売上を記録。ダッパーラボ(Dapper 
Labs)が開発。カードのページにて、ユーザはゲームのシーズンの瞬間を

ビデオハイライトと呼ばれる動画を収集

エンタメ・アート業界に興ったNFTのトレンド

NFT作品「Murakami.Flowers」

現代アーティストの村上隆が、NFTマーケットプレイスの
「OpenSea」に自身初となるNFT作品「Murakami.Flowers」を

出品。
尚、作品所有権は購入者が取得するが、著作権や商標権、知的財
産権は村上隆及び有限会社カイカイキキが引き続き保有することが

明記されている

4/11にNFT作品の販売延期、再検討を発表
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購入者と非購入者が同じデータが見えても
価値を認める価値観

実演
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Why NFT? デジタル世界拡大の必然性?

- 作品（デジタルグッズ）は販売された後にもIPホルダー
は消費者と関係（インタラクション）を持つことができ
る。

- 現実に持っていることよりも、デジタル世界で持っている／
いたことを知ってもらうことに価値を感じ始めているジェネ
レーションZ。 デジタル世界での所有権の概念が新に定
義されている。

IPホルダー

作品とNFTを転売

支払

取引

支払

作品提供
NFTを発行

取引手数料の一部

ファン

従来のビジネス範囲 NFTを使ったビジネス範囲

ファン

ファン ファン
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ブロックチェーンを使ったお酒の「価値」管理のUniCask

デジタル技術でお酒の取引を一般の愛好家にも!
～お酒を樽単位で取り扱いお酒の業界に革命を起こす～
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日本で売られていた蒸留酒も23年間で300倍以上の値上がりになったものもある

• UniCaskのの共同創設者の田中が代表を務
めるジャパンインポートシステムでは当時から目
利きに自信があり、同社が提供するアードベッ
クは1997年には17,500円で提供していた

• 2020年には全く同じ商品が47,700
ユーロ(約590万円)で落札されている
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UniCaskで実現する樽管理システムとは
グローバルかつ多プレイヤーでの樽の販売を可能にするブロックチェーン技術とデジタル化

従来のモデル

• 紙で所有権を管理すると管理できる
範囲が限定的

• 担当者に依存するモデルでは⾧期的
な運用が不可能

• またシステムを利用したとしても、1社の
みの管理では取引のエコシステムは作
れない

Blockchainで
デジタライゼーション

UCの新しいモデル

• メーカー、倉庫業者、卸業者、投資
家、コレクター、愛飲家など多種多様
な参加者をブロックチェーン技術で一
括管理

• 透明性が高いデータ管理方法により
⾧期的な運用が可能

• グロバールなお酒の取引のエコシステム
を構築する

メーカー 卸業者 投資家 愛飲家 メーカー 卸業者 投資家 愛飲家

それぞれの取引が独立してバラバラになっており、全体
的な管理が困難。また一度個人に渡ったあとは追跡も
ほぼ不可能

お酒の所有権を一括して樽管理システムで管理。ブ
ロックチェーンの技術を活用することでデータの改竄や不
正を防ぎながら安全に所有権のみを移転できる

所有権管理
取引管理取引 取引 取引

倉庫
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管理システムにブロックチェーン技術を使うことによるメリット
共通の同一データ基盤の実現により参加者の誰でもデータの管理・検証が容易になります

時間と共に価値が増すお酒の
タイムバリューを記憶する

不正や改竄が不可能なため
詐欺行為を未然に防ぐ

第三者でも簡単にデジタル的な
証明の検証が可能

→今までは実現ができなかった、高い透明性を保ちながらも強固な
堅牢性を持つ仕組みをブロックチェーン技術により実現可能です
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保有商品を展開する酒販売企業や個人コレクターなど
多くのプレーヤーが参加可能。自社倉庫や提携倉庫と
協力して様々な酒類に対してマーケットプレイスで取引可
能な証明書を発行する。
証明書は取引されるごとにプラットフォームに手数料が入
る。

全体イメージ

酒販売企業 ユーザー

提携倉庫
ユーザー

UniCaskマーケットプレイスのエコシステム

商品を預ける

樽を出品

樽を購入

商品を引換申請

実際の商品を発送

倉庫でお酒を管理し、所有権が変わるだけで物流コスト
が削減。
コレクターが簡単に売買しやすい仕組みを構築。

ユーザー ユーザー

ユーザー ユーザー

ユーザー

取引

樽を購入

証明書発行

取引手数料
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１．ブロックチェーンを活用した患者本人による検診データの管理

千葉大学付属病院との共同プロジェクト
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ブロックチェーン技術の導入により、患者主体での検診データの開示を実現。患者本人が開示を許可をした
医師、栄養士、企業の人事部等に対して、検診データを安全にシェアすることが可能に。

構想１:患者主体の検診データ管理
ブロックチェーンを活用した患者本人による検診データの管理

*1 ブロックチェーン導入以降も、利用者の希望に応じて現状と同様の利用形態を採用することも可能

検診データ

医師C

医師B

医師A

患者

栄養師トレーナー

健康保険組合

確認依頼
(参照権限付与)

企業
HR担当

医師C

医師A

医師A

現状 *1 (セキュリティ : 普通) ブロックチェーン導入後 (セキュリティ : 高)

Blockchain

患者の許可によ
り、データ参照・
更新の権限を付

与
参照のみ

参照
・

更新

患者の検診データは病院内のシス
テムで管理するため、当該病院以

外での情報共有が困難

参照
・

更新

病院2

病院1

患者自身が病院を超えた関係者
にデータを共有
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本クライアントは、既に検診データをクラウド上で管理する仕組みを有していたことから、既存システムにブロッ
クチェーンの層を追加する方法を採用。
これにより、既存の仕組みを活用しながら、医師や関係者のdb誰dbがdbどのdb診断情報をdbいつdb参照し、アップ
デートしたかに関する確実な管理を実現。

既存の検診データ管理システムのデータ構造の変更が不要
（複数ユーザーによるクラウド上でのデータシェアを実現）
 現状の仕組みの場合、利用する病院ごとにデータ構造やIF連携の仕様をカスタマイズする必要が

生じるが、ブロックチェーンの技術導入により、病院ごとの仕様の変更は不要となる

二段階認証による厳重なユーザー管理の実現
 病院・組織によるユーザー管理に加えて、患者からの権限承認の二段階でのユーザー管理を実施

することにより、患者自身の個人データの参照・更新者を厳密に管理

 アクセスコントロールの容易さ
 患者が複数病院での診断データを保持している場合、医師ごとに参照可能なデータの範囲を選

択・コントロールすることが可能

 アプリや機能の追加の容易さ
 システム上に新しいアプリケーションを追加する場合、ユーザー認証データと診断データは、既存シス

テムから継承されるため、データの確実性・安全性を担保しつつも、開発ボリュームを抑えることも可
能

構想1:患者主体の医療データ管理
本件でブロックチェーン技術を導入するメリット
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パイロット1の検証
【参考】ブロックチェーンの情報確認

①アクセストークン
• ブロックチェーン上に記録する一意のＩＤ

• 暗号化したファイルと紐づいて、アクセス権限を管理していま
す。

②データハッシュ値 • 診察結果ファイルのHash値、共有された診察結果ファイル
が改ざんされていないことを自動でチェックしています。

③スマート
コントラクト

• 当該データの参照権限付与のFrom/Toのハッシュ値情報
を確認できます。

④氏名+ハッシュ
値

• 診察結果ファイルのアクセストークンの所有者をブロック
チェーン上で確認できます。

ブロックチェーン上の情報Web APP

1

2

3

4

1

2

3

4

5

⑤Encrypt • アクセスキーの中身がオーナーのパブリックキーで暗号化さ
れており、オーナーしか解読できないことを意味しています。
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※①ブロックチェーン使用料がETHであるため、市場価格が変動します。PoC実
施期間の集計値です。

機能

手数料設定 高 手数料設定 中 手数料設定 低

平均費用（円）
6月
※①

平均所要時間
（秒）

平均費用（円）
6月

平均所要時間
（秒）

平均費用（円）
6月

平均所要時間
（秒）

アカウント作成
(毎回）

130 12.17 65 31.52 33 186.47

主治医から患者の
権限付与
（毎回）

72 9.36 36 29.89 18 148.50

患者から第三者医
師の権限付与

（毎回）
105 11.46 53 42.25 26 227.24

アクセス履歴、
チャット履歴の記

録
（２４時間ごと）

65 19.18 32 51.67 16 192.12

ブロックチェーンに書き込むコストは運用コストの大きな割合を占めると想定されている。次ステップにお
いては、実用化に向けたアプリケーションの構築を実施することとなり、その検証を行うことが想定される
ため、ビジネスモデルとしても成り立ちうるよう、イーサリアムの手数料設定を何とするかを検討させてい

ただきたい。

パイロット1の検証
【参考】コストと記録時間のトレードオフ試算の結果
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2．ブロックチェーンを活用した研究データをセキュアに被験者とシェアするシステム

新型コロナウイルス流行の実態解明に向けた医学-社会科学融合型研究との

共同プロジェクト
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背景
大規模な疫学研究では、検査データを始め、様々な臨床情報や調査情報が被験者個人ごとに紐づく形で

集積される。従来、このようなデータを管理したり、被験者に開示したりするためには個人情報を守るための煩雑な
人的体制を必要とし、発展的に計画される他の研究で得られた情報と合わせて活用するコストは必然的に高くなっ
ていた。

目的
本開発では最新の暗号化技術を使い分散型にIDとパスワード（公開鍵と秘密鍵）が被験者自身で発行で

きる仕組みを応用し、被験者のデータを被験者に戻すときでも、被験者本人のみが自身のデータであることを認

識しつつ内容を確認できるシステムを構築する。結果として、秘匿性の高い情報が個人情報と紐づく形で流出

することを防ぎ、被験者に検査結果をオンライン上で安全に開示することができる。

将来的には今回の研究データがほかの研究チームにも個人の承認のもとで再利用できる仕組みを構築できる。

目的について

2
6
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リサーチ（抗体検査）検査結果を個人へ戻す

検査データ

検査
スタッフ

第一フェーズ
-個人が自分のIDを発行し、個人が安全に検査データを確認できる
-個人データは暗号され、個人しか見れない、かつ改ざんも検知できる

第二フェーズ
-研究チームが個人の許可のもとで個人データの共有が可能になる

被験者A

リサーチ
センター

③ハッシュ値

記録

③データを暗号化
しアップロード①PCR検査

キット送付
④被験者が検査結果
ダウンロードし、ハッ
シュ値と照合確認

ブロックチェーン

検査データサーバー

②分散IDの発行

と通知

他の研究
チーム

⑤被験者が検査結果
の共有を同意

⑥被験者のデータに

アクセス可能

⑦ブロックチェーンの
ハッシュ値でデータの

信憑性を確認
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IDの整理

28

③検査に使うID （要確認）
④システムに上げるID ＝ 参加者ID

②京大参加者ID

①参加者ID
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画面の流れ

29

ログイン

データに紐づくID入力

データ選択 データ確認

新規ID作成
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医療データの将来性

ユーザーA

アプリケーション管理
サーバー

医療データ
管理サーバー

医師C

医師B

研究者A
確認依頼

(参照権限付与)

ユーザー(患者)の許可に
より、データ参照・更新の

権限を付与

参照のみ

研究チーム１

病院１

研究・医療分野への活用

友人

日常生活への医療データの活用
(インターネット検索)

そうだ!外食しよう!
何か良い食べ物はないか

な・・・

① 検索サイトで
「レストラン おすすめ」と検索

③ ユーザーのゲノムデータを
もとに、「潜在的な嗜好」や

「将来の健康リスク」等を踏ま
えたおすすめのレストランを提

示

② ユーザーの許可したゲ
ノムデータを参照

Aさんの誕生
日にギフトを
送りたい!

① 検索サイトで
「ギフト」を検索

③ Aさんのゲノムデータ
をもとに、おすすめギフト

を提示

④ Aさんにギフトを移譲

医療データの活用方法の一つとして、日常生活で欠かせない「検索」において、ユーザー自身のデータに基づ
いた嗜好性・身体の状態などを踏まえた、提案型の情報提供に活用することもできるようになります。そして、
研究者の間や医療機関の間でユーザーの許可をダイナミックにとり、データの効率的な活用を活発にしていく
将来が見えます。

研究者B

研究チーム２

ユーザー(被験者)の許可
により、データ参照・更新

の権限を付与
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目次

1. デジタル世界の所有権とは?

2. デジタルコンテンツの所有権(NFT)

3. 実物資産の所有権（NFT）

4. データーへのアクセス権

5. 課題
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課題

ブロックチェーン技術的

ビジネス的

‐パブリックブロックチェーンのコストが高い
‐秘密鍵の管理が一般の方が理解するまではまだ難しい

‐個人データのを利用した価値化のモデルがまだ少ない
‐ユーザーにブロックチェーンを感じさせない設計が必要（支払いなど）

政策的

‐NFTは仮想通貨として取り扱われないことが重要
‐デジタルの“もの”の所有権を定義する必要がある
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